
地域メディア『北桑時報』と井川市太郎の言論活動

（ 27 ）

The Local Media “Hokuso-Jiho”（北桑時報）
and the Writing Activities of Ichitaro Ikawa

（井川市太郎）

Taku Yoshioka

要旨
　本稿は、大正8年（1918）1月に京都府北桑田郡で創刊された『北桑時報』、
同11年1月に旧丹波国地域で創刊された『丹波青年』という二つの地域メ
ディアにおいて、一九一〇年代後半～三〇年代半ばにかけて幅広い言論活動
を行った井川市太郎という人物に焦点を当て、彼が全国誌や都道府県内発行
の大メディアではなく、地域メディアで言論活動を展開することの意味を検
討することを主要な課題としたものである。
　井川が自らの言論活動の場として地域メディアを選んだこと、『北桑時報』
の編輯員として文芸欄の活性化に努め、また自らもしばしば文芸創作を発表
したこと、これらはいずれも北桑田郡の将来を担う人材を育成するための行
動であった。その井川が、昭和6年（1931）後半より文芸創作を控え、政治・
社会批評の論考ばかりを『時報』に掲載するようになる。彼は、昭和恐慌の
影響が北桑田郡内でも深刻化している中での府会議員選挙で、北桑田郡が無
投票決着で終ったことに郡民の政治への無関心を読み取り、この政治への無
関心がやがて郡民の赤化へとつながることを恐れ、あえて政治・社会批評を
重点的に発表したのであった。

キーワード：地域メディア、『北桑時報』、『丹波青年』、井川市太郎、京都府
北桑田郡弓削村
Keywords : Local media, Hokuso-Jiho, Tanba-Seinen, Ichitaro Ikawa, Yuge-mura, Ki-

takuwata-gun, Kyoto
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33　
 「

星
は
乱
れ
飛
ぶ
」（『
時
報
』
第
一
三
九
号
【
昭
和
六
年
一
一
月
一
日
刊
】
所
収
）。

34　
 「

犯
さ
れ
た
地
方
議
会
」（『
時
報
』
第
一
三
九
号
【
昭
和
六
年
一
一
月
一
日
刊
】
所
収
）。

　
　
　
　
　

（
付
記
） 

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
「
地
域
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
近
代
日
本
地
域
社
会
史
研
究
の
新
地
平
│
『
北
桑
時
報
』
を
素
材
に
│
」

（
若
手
Ｂ
・
研
究
課
題
番
号
：15K16835

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

― 225 ―



地域メディア『北桑時報』と井川市太郎の言論活動

（ 25 ）

15　
 『

時
報
』
第
七
五
号
【
大
正
一
五
年
七
月
一
日
刊
】、
二
二
頁
。

16　
 『

時
報
』
第
一
一
二
号
【
昭
和
四
年
八
月
一
日
刊
】、
二
四
頁
。
同
第
一
一
四
号
（
昭
和
四
年
一
〇
月
刊
）、
二
〇
頁
。

17　

 
前
掲
『
土
百
姓
』「
ま
え
が
き
」（
合
本
の
弁
）、
四
頁
。

18　

 『
丹
波
及
丹
波
人
』（
丹
波
青
年
社
、
一
九
三
一
年
）。

19　

 『
時
報
』
第
二
〇
五
号
【
昭
和
一
二
年
五
月
一
日
刊
】。

20　

 『
時
報
』
第
二
一
六
号
【
昭
和
一
三
年
四
月
一
日
刊
】、『
ふ
る
さ
と
』
一
七
〇
〜
一
七
一
頁
。

21　

 『
朝
日
新
聞
』（
昭
和
一
八
年
九
月
二
八
日
付
）。
こ
こ
で
は
『
ふ
る
さ
と
』
一
七
二
〜
一
七
六
頁
転
載
の
記
事
を
利
用
し
た
。

22　

 

以
上
、『
ふ
る
さ
と
』
一
七
〇
〜
一
八
三
頁
。

23　

 

以
上
、『
ふ
る
さ
と
』
三
八
六
〜
三
八
八
頁
、『
土
百
姓
』
二
二
三
〜
二
三
八
頁
。

24　

 『
広
報
け
い
ほ
く
』
昭
和
五
一
年
八
月
一
日
付
。
月
日
は
中
川
純
生
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

25　

 『
井
川
市
太
郎
随
想
録
第
三
、
四
、
五
集　

文
化
村
に
灯
は
点
っ
た
』（
私
家
版
、
一
九
七
五
年
）
所
収
。

26　

 『
時
報
』
第
一
六
三
号
【
昭
和
八
年
一
一
月
一
日
刊
】
掲
載
の
「
火
吹
竹
」
の
中
で
、
井
川
が
編
纂
し
た
『
丹
波
及
丹
波
人
』
の
出
版
に
関
し
て
、

井
川
は
「
特
に
印
刷
に
か
ゝ
ら
ん
と
す
る
や
丹
波
青
年
社
の
破
綻
に
会
し
て
出
版
費
一
文
を
留
め
ず
、
為
め
に
朝
陽
自
ら
の
懐
中
も
顧
み
ず
弐
千
円

を
投
げ
出
し
て
出
版
を
大
成
せ
し
む
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
載
に
従
え
ば
、『
丹
波
青
年
』
は
昭
和
五
年
中
に
終
刊
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

27　

 

井
川
が
昭
和
四
年
八
月
頃
に
編
輯
員
辞
任
を
試
み
る
も
翻
意
し
た
際
、「
原
稿
不
足
の
場
合
は
社
説
で
も
小
説
で
も
命
令
一
下
直
ち
に
筆
を
走
ら
す

と
い
ふ
段
取
」
に
な
っ
た
と
い
う
（『
時
報
』
第
一
二
一
号
【
昭
和
五
年
五
月
五
日
刊
】「
編
輯
後
記
」）。

28　

 『
時
報
』
第
一
六
三
号
【
昭
和
八
年
一
一
月
一
日
刊
】「
火
吹
竹
」。

29　

 

前
掲
『
土
百
姓
』「
ま
え
が
き
」（
合
本
の
弁
）、
四
頁
。

30　

 

土
方
苑
子
『
近
代
日
本
の
学
校
と
地
域
社
会
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）。

31　

拙
稿
「『
北
桑
時
報
』
は
、
な
ぜ
続
い
て
き
た
の
か
」（『
北
桑
時
報
』
復
刊
第
二
七
五
号
、
二
〇
一
五
年
）。

32　

多
仁
氏
前
掲
「
京
都
府
北
桑
田
郡
の
地
域
メ
デ
ィ
ア
『
北
桑
時
報
』」。
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1　
 

鹿
野
政
直
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
底
流
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
三
年
）。
の
ち
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー　

救
済
の
ゆ
く
え
」
と
解
題
し
『
鹿

野
政
直
思
想
史
論
集
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
に
再
録
。
本
稿
で
は
後
者
を
利
用
し
た
。

2　

 
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
大
門
正
克
『
近
代
日
本
と
農
村
社
会
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
四
年
）。

3　

 

渡
辺
典
子
「
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
青
年
の
地
域
活
動
」（『
日
本
教
育
史
研
究
』
一
三
、
一
九
九
四
年
）、
小
平
千
文
「
地
域
社
会
と
『
時

報
』
の
発
行
」（『
信
濃
』
五
三
│
三
、
二
〇
〇
〇
年
）、
長
島
伸
一
「
上
田
小
県
地
域
の
青
年
団
活
動
と
「
社
会
的
教
養
」」（『
長
野
大
学
紀
要
』
三
〇

│
二
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

4　

 

こ
の
点
、
仲
嶺
政
光
「
地
域
社
会
場
と
青
年
集
団
の
文
化
的
実
践
」（『
日
本
の
教
育
史
学
』
四
〇
、
一
九
九
七
年
）
も
参
照
の
こ
と
。

5　

 『
時
報
』
は
、
戦
時
中
の
休
刊
と
北
桑
田
郡
社
会
教
育
協
会
↓
北
桑
時
報
協
会
と
二
度
に
わ
た
り
刊
行
元
の
変
更
を
経
な
が
ら
も
、
現
在
ま
で
刊
行

が
継
続
し
て
い
る
。
な
お
、
多
仁
照
廣
「
京
都
府
北
桑
田
郡
の
地
域
メ
デ
ィ
ア
『
北
桑
時
報
』」（
坂
田
聡
編
『
禁
裏
領
山
国
荘
』
高
志
書
院
、
二
〇

〇
九
年
、
所
収
）
も
参
照
の
こ
と
。

6　

 『
井
川
市
太
郎
随
想
録
第
一
、
二
集　

土
百
姓
』（
私
家
版
、
一
九
七
五
年
。
以
下
、『
土
百
姓
』）「
ま
え
が
き
」
一
〇
頁
。

7　

 

月
且
子
「
丹
波
人
物
短
評　

若
き
前
途
を
嘱
望
せ
ら
る
　ゝ

井
川
市
太
郎
君　

北
桑
田
郡
弓
削
村
」（『
丹
波
青
年
』
第
二
巻
第
五
号
【
大
正
一
二
年

五
月
一
日
刊
】
所
収
。『
土
百
姓
』
中
に
こ
の
記
事
が
写
真
入
り
で
転
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
の
内
容
は
一
定
程
度
信
頼
で
き
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

8　

 

前
掲
『
ふ
る
さ
と
』
所
収
「
弟
」。

9　

 

前
掲
『
土
百
姓
』「
ま
え
が
き
」、
一
〇
〜
一
二
頁
。
引
用
部
は
一
〇
頁
。

10　

 

前
掲
「
丹
波
人
物
短
評
」。

11　

 

大
門
正
克
「
農
村
か
ら
都
市
へ
」（
成
田
龍
一
編
『
近
代
日
本
の
軌
跡　

第
九
巻　

都
市
と
民
衆
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

12　

 

前
掲
「
丹
波
人
物
短
評
」。

13　

 

前
掲
『
土
百
姓
』「
ま
え
が
き
」、
一
二
頁
。

14　

 

前
掲
『
土
百
姓
』「
ま
え
が
き
」、
一
二
頁
。『
京
都
府
北
桑
田
郡
誌
』（
京
都
府
北
桑
田
郡
、
一
九
二
三
年
）「
諸
言
」、
二
〜
四
頁
。
引
用
は
二
頁
。
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文
芸
創
作
で
は
大
思
想
家
の
育
成
は
で
き
て
も
、
北
桑
住
民
の
政
治
へ
の
無
関
心
と
い
う
問
題
は
解
決
し
得
な
い
。
井
川
は
、
こ
の
緊

要
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
政
治
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
自
ら
の
言
論
活
動
を
政
治
・
社
会
批
評
一
本
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
か
え
て

　

以
上
、『
時
報
』
を
中
心
に
、
井
川
市
太
郎
と
い
う
人
物
の
言
論
活
動
に
つ
い
て
追
っ
て
き
た
。
井
川
が
自
ら
の
言
論
活
動
の
場
を
『
日

出
新
聞
』『
太
陽
』
と
い
っ
た
大
メ
デ
ィ
ア
か
ら
『
時
報
』『
丹
波
青
年
』
と
い
う
地
域
メ
デ
ィ
ア
へ
と
切
り
替
え
た
こ
と
、『
時
報
』
編
輯

員
と
し
て
文
芸
創
作
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
北
桑
田
郡
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
対
応
で
あ
っ

た
。
後
者
の
点
に
関
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
地
域
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
た
文
芸
創
作
に
つ
い
て
は
、
そ
の
作
者
の
心
情
を
探
る
た

め
の
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
文
芸
創
作
の
投
稿
が
奨
励
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討

し
た
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
一
九
二
〇
年
代
〜
三
〇
年
代
の
前
半
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

運
動
や
生
活
綴
り
方
運
動
が
こ
の
時
期
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
文
芸
作
品
を
書
く
こ
と
の
政
治
性
が
社
会
全
体
で

自
覚
化
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
井
川
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
運
動
と
の
関
連
性
は
特
に
認
め
ら
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
の
地
域

メ
デ
ィ
ア
研
究
に
お
い
て
は
、
文
芸
創
作
個
々
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
な
ぜ
地
域
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
文
芸
創
作
が
盛
ん
に
な
る
の

か
、
と
い
う
点
も
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
文
芸
創
作
を
重
ん
じ
て
い
た
井
川
が
、
昭
和
六
年
以
降
、
自
ら
の
活
動
を
政
治
・
社
会
批
評
一
本
へ
絞
っ
て
い
く
こ
と
の

意
味
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
し
か
し
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
そ
の
政
治
・
社
会
批
評
の
前
提
と
な
る
べ
き
彼
の
思
想
自
体
の
検
討
は
行

い
得
な
か
っ
た
。
そ
の
検
討
を
今
後
の
課
題
と
し
、
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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ナ
ー
の
常
設
化
の
意
味
な
の
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
六
年
以
降
に
政
治
・
社
会
批
評
が
増
え
る
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
な
お
疑
問
と
し
て
残
る
の
は
、
井
川
が
文
芸
創

作
を
書
か
な
く
な
る
理
由
で
あ
る
。
井
川
は
、
文
芸
部
担
当
編
輯
員
を
昭
和
一
二
年
の
退
社
ま
で
継
続
し
て
お
り
、
ま
た
『
時
報
』
誌
上

に
は
、
井
川
自
身
が
文
芸
創
作
を
執
筆
し
な
く
な
っ
て
以
降
も
、
他
者
の
文
芸
創
作
は
常
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て

も
、
井
川
が
文
芸
創
作
の
意
義
自
体
を
認
め
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
彼
自
身
は
文

芸
創
作
を
書
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

一
言
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
当
時
の
政
治
・
社
会
情
勢
を
鑑
み
た
上
で
の
対
応
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
年
は
、
そ
の
年
の
九
月
の
満
州
事
変

が
日
本
社
会
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
北
桑
田
郡
内
で
も
様
々
な
事
件
が
起
こ
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
昭
和
恐
慌
の
影

響
か
ら
、
北
桑
田
郡
内
有
数
の
素
封
家
達
が
こ
の
年
に
相
次
い
で
破
産
な
い
し
没
落
し
、
ま
た
北
桑
田
郡
の
地
域
金
融
機
関
で
あ
っ
た
周

山
銀
行
も
破
綻
、
須
知
銀
行
に
買
収
さ
れ
る
に
至
っ
た
33
。
か
よ
う
な
状
況
の
中
で
九
月
に
行
わ
れ
た
京
都
府
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
北

桑
田
郡
か
ら
は
候
補
者
が
複
数
出
る
こ
と
は
な
く
、
無
投
票
で
の
決
着
に
終
わ
る
。
井
川
は
こ
の
結
果
を
議
会
政
治
・
政
党
政
治
の
腐
敗

に
よ
る
北
桑
住
民
の
政
治
へ
の
無
関
心
化
と
捉
え
、
こ
の
無
関
心
が
「
近
来
頻
発
す
る
学
校
騒
動
、
共
産
党
事
件
、
小
学
教
員
赤
化
の
如

き
直
接
或
は
間
接
に
、
近
因
或
は
遠
因
」
に
な
る
と
考
え
た
34
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
態
の
中
で
、
井
川
は
『
時
報
』
第
一
四
三
号
【
昭
和
七
年
二
月
二
七
日
刊
】、
一
四
四
号
【
同
四
月
一
日
刊
】、
一
五

一
号
【
同
一
一
月
一
日
刊
】、
一
五
三
号
【
昭
和
八
年
一
月
一
日
刊
】
に
「
指
導
精
神
を
誤
る
勿
れ
」
と
題
す
る
長
文
の
論
考
を
発
表
す
る
。

第
一
四
三
号
発
表
分
の
中
で
、
井
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
斯
か
る
秋
、
世
の
教
育
者
は
如
何
な
る
態
度
を
持
す
べ
き
か
。
之
れ
今
や
我
等
に
下
さ
れ
た
る
大
な
る
問
題
で
あ
る
、
徒

ら
に
政
治
に
関
せ
ず
と
て
高
見
よ
り
座
視
す
べ
き
か
。
或
は
政
治
浄
化
の
一
線
に
出
つ
べ
き
か
、
乃
至
弁
士
の
素
質
改
善
の
為
、
自

ら
弁
士
と
し
て
立
つ
べ
き
か
、
そ
は
汝
の
手
腕
と
力
量
と
に
よ
つ
て
決
す
べ
き
事
に
属
す
る
も
、
多
く
は
徒
労
に
意
味
す
る
。
要
は

公
民
を
し
て
今
一
段
確
固
た
る
大
信
念
の
上
に
立
た
し
め
、
特
に
青
年
を
し
て
正
し
き
政
治
教
育
に
訓
練
せ
し
む
る
に
あ
る
。（
以

下
略
）
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と
か
、
越
権
と
か
僭
越
と
か
の
非
難
が
集
る
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
言
論
に
対
す
る
無
理
解
と
、
人
間
霊
性
の
威
厳
に
対
す
る
無

自
覚
と
、
思
想
に
対
す
る
狭
量
さ
が
多
分
に
失
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
で
は
此
の
大
北
桑
を
ど
う
し
て
呉
れ
る
の
か
、
若

き
北
桑
は
誰
が
成
長
せ
し
む
る
か
、
北
桑
を
栄
え
し
む
る
も
の
は
北
桑
魂
で
は
な
い
か
、
北
桑
魂
を
喚
び
起
し
育
む
も
の
は
げ
に
言

論
機
関
北
桑
時
報
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
そ
の
小
手
調
べ
に
府
議
戦
予
想
を
書
く
と
し
よ
う
。（
以
下
略
）

　

府
会
議
員
選
挙
と
は
直
接
的
に
は
関
係
の
な
い
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
当
時
の
井
川
の
『
時
報
』
対
す
る
不
満
が
鮮
明

に
表
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
井
川
は
、
当
時
の
『
時
報
』
が
記
者
の
能
力
上
の
問
題
、
そ
れ
に
『
時
報
』
の
発
行
元
が
京
都

府
教
育
会
北
桑
田
郡
部
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
先
入
観
や
誤
解
に
よ
り
、「
言
論
機
関
の
威
力
と
し
て
は
甚
だ
無
権
威
極
る
も
の
」

で
あ
る
と
批
判
す
る
。
今
の
『
時
報
』
で
は
、「
若
き
北
桑
」
は
育
た
な
い
。「
若
き
北
桑
」
を
育
て
る
「
北
桑
魂
」
は
、『
時
報
』
誌
面

で
「
生
気
あ
る
熱
論
」
を
展
開
す
る
中
で
は
じ
め
て
呼
び
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

「
生
気
あ
る
熱
論
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
こ
の
言
葉
だ
け
で
は
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
掴
み
に
く
い
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
の
論
説
の
主
旨
は
口
丹
波
の
京
都
府
議
会
議
員
選
挙
戦
予
想
で
あ
る
。
井
川
は
右
の
引
用
に
続
く
部
分
で
、
船
井
郡
、
南
桑
田
郡
、

北
桑
田
郡
そ
れ
ぞ
れ
の
立
候
補
者
、
立
候
補
の
噂
の
あ
る
人
物
に
つ
い
て
、「
柳
の
下
に
ど
ぜ
う
の
夢
を
捨
て
ゝ
、
サ
ツ
サ
と
他
人
に
譲

つ
た
ら
至
極
太
平
無
難
」「
氏
の
欠
点
と
も
言
ふ
べ
き
少
々
せ
き
込
み
の
性
格
は
、
政
治
の
力
と
し
て
は
全
く
未
知
数
」
な
ど
、
歯
に
衣

着
せ
ぬ
言
葉
で
批
評
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、「
生
気
あ
る
熱
論
」
と
は
、
そ
の
時
々
の
政
治
や
社
会
で
起

こ
っ
た
様
々
な
問
題
を
忌
憚
な
く
論
評
・
批
評
し
て
い
く
こ
と
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
節
の
最
初
に
触
れ
た
「
時
論
」
と
付
け
ら
れ

た
論
考
が
登
場
し
て
く
る
の
は
、
こ
の
「
口
丹
波
三
郡
府
議
戦
展
望
」
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た

「
生
気
あ
る
熱
論
」
が
そ
の
時
々
の
政
治
・
世
相
の
批
評
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
、
昭
和
六
年
の
後
半
期
頃
よ
り
、
井
川
は
『
時
報
』
上
に
政
治
・
社
会
批
評
を
そ
れ
ま
で
以
上
に
精
力
的
に
発
表
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。『
時
報
』
第
一
三
八
号
【
昭
和
六
年
一
〇
月
一
日
刊
】
に
「
火
吹
竹
」
と
題
さ
れ
た
論
説
が
は
じ
め
て
発
表
さ
れ
、

そ
れ
が
第
一
六
三
号
【
昭
和
八
年
一
一
月
一
日
刊
】
よ
り
常
設
化
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
も
ま
た
、
こ
の
延
長
線
上
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。「
火
吹
竹
」、
つ
ま
り
言
論
と
い
う
息
吹
で
議
論
を
焚
き
つ
け
、
以
て
「
若
き
北
桑
」
を
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
コ
ー
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そ
こ
に
は
、
先
程
と
同
様
、
都
会
へ
の
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
自
分
自
身
を
鼓
舞
し
よ
う
と
す
る
意
味
合
い
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
問
題
は
、
育
て
方
で
は
な
く
、「
卵
を
孵
化
せ
し
め
る
機
運
」
を
ど
の
よ
う
に
北
桑
田
に
根
付
か
せ
る
か
、
で
あ
る
。
井
川
は
、　

こ
こ
に
郡
内
住
民
が
広
く
文
芸
に
親
し
む
こ
と
の
意
義
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

　

住
民
が
「
熱
烈
な
意
気
」
と
「
純
潔
な
感
情
」
を
込
め
て
文
芸
を
創
作
・
発
表
し
合
い
、
あ
る
べ
き
北
桑
田
の
姿
を
描
こ
う
と
す
る
。

こ
う
し
た
機
運
が
北
桑
田
郡
全
体
を
覆
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
大
思
想
家
が
こ
の
地
か
ら
誕
生
す
る
素
地
が
作
ら
れ
、
ま
た
既
に
郡

外
に
出
た
者
達
が
そ
の
進
む
べ
き
道
を
誤
ら
ぬ
よ
う
導
く
こ
と
が
で
き
る
│
こ
れ
こ
そ
が
井
川
が
文
芸
創
作
を
重
視
す
る
理
由
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
将
来
の
北
桑
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
文
芸
創
作
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

３
．「
時
論
」、
そ
し
て
「
火
吹
竹
」
へ

　

井
川
が
文
芸
創
作
を
重
視
し
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
改
め
て
【
表
一
】
を
見
て
み
る
と
、
井
川
自
身
の

手
に
な
る
小
説
や
詩
文
の
掲
載
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
後
半
よ
り
急
激
に
そ
の
数
を
少
な
く
し
、
そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
形
で
「
時

論
」
と
冠
さ
れ
た
論
考
が
登
場
し
、
や
が
て
そ
の
「
時
論
」
が
「
火
吹
竹
」
へ
と
代
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
に
は
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
を
考
え
て
い
く
上
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
時
報
』
第
一
三
七
号
【
昭
和
六
年
九
月
一
日
刊
】
に
掲
載
さ
れ
た
「
口
丹
波
三
郡

府
議
戦
展
望
」
と
題
す
る
論
説
で
あ
る
。
題
名
の
通
り
、
そ
の
主
題
は
口
丹
波
（
北
桑
田
郡
・
南
桑
田
郡
・
船
井
郡
の
三
郡
の
地
域
）
の

京
都
府
議
会
議
員
選
挙
の
展
望
を
述
べ
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
論
説
の
中
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　

北
桑
に
は
「
北
桑
時
報
」
と
い
ふ
唯
一
の
言
論
機
関
が
あ
る
、
し
か
し
こ
れ
は
今
日
迄
、
言
論
機
関
の
威
力
と
し
て
は
甚
だ
無
権

威
極
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
原
因
は
記
者
に
大
北
桑
を
背
負
ふ
程
の
気
概
を
欠
き
、
そ
の
思
想
に
於
て
、
そ
の
学
識
に
於
て
、
は

た
ま
た
そ
の
手
腕
と
識
見
と
に
於
て
府
会
議
員
以
上
、
代
議
士
以
上
の
傑
物
が
居
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
よ

し
有
る
に
し
て
も
、
教
育
会
の
機
関
雑
誌
で
あ
る
と
い
ふ
先
入
観
が
、
修
養
や
雑
報
以
外
の
領
域
を
出
る
べ
か
ら
ざ
る
如
く
解
釈
さ

れ
た
り
、
恰
も
教
員
雑
誌
と
誤
認
さ
れ
た
り
し
て
、
偶
々
生
気
あ
る
熱
論
を
掲
げ
よ
う
も
の
な
ら
、
忽
ち
教
育
雑
誌
に
あ
る
ま
じ
き
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に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
前
者
は
都
会
に
出
て
い
っ
た
者
、
後
者
は
北
桑
田
に
留
ま
っ
た
者
で
あ
る
。「
北

桑
の
正
し
き
姿
」
と
は
、
前
略
部
分
に
「
実
生
活
の
上
に
正
し
き
姿
が
描
か
れ
て
な
い
」
と
の
表
現
が
出
て
く
る
の
で
、
都
会
に
は
出
ず

北
桑
田
郡
（
＝
農
村
）
に
住
み
続
け
る
人
々
の
あ
る
べ
き
姿
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
都
会
に
出
て
活
躍
す
る
人
を
参
考
に
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
べ
き
北
桑
人
の
姿
は
見
え
て
こ
ず
、
そ
の
姿
は
北
桑
田
で
生
活
を
続
け
る
大
思
想
家
の
出
現
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
あ
き
ら
か
に

な
る
、
井
川
は
ま
ず
そ
の
よ
う
な
形
で
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
論
考
と
同
様
、
都
会
に
出
て
い
っ
た
者
達
と
農
村
在
住
者
と
を
峻
別
す
る
。

　

だ
が
、
そ
の
「
大
思
想
家
」
は
、
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
郡
内
に
出
現
し
得
る
と
井
川
は
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
引
用
の
続

き
の
部
分
を
見
て
い
こ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
大
思
想
家
は
如
何
に
し
て
出
現
す
る
乎
？
。
こ
れ
が
大
き
な
難
問
題
で
あ
る
。「
奨
学
資
金
に
依
つ
て
…
…
」
そ

ん
な
過
分
な
期
待
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
五
万
や
拾
万
の
目
腐
れ
金
の
利
子
か
ら
、
そ
ん
な
偉
人
が
出
現
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
化
物
で

あ
る
。

（
中
略
）

　

北
桑
を
救
ふ
も
の
は
、
や
つ
ぱ
り
北
桑
の
土
に
、
ガ
ツ
シ
リ
と
生
え
抜
い
た
人
材
で
あ
る
が
順
当
で
あ
ら
う
。
今
は
昔
と
違
つ
て

印
刷
術
の
進
歩
の
お
か
げ
で
、
大
概
な
こ
と
は
、
田
舎
に
居
た
ま
ゝ
、
書
物
で
研
究
が
出
来
る
。
殊
に
静
閑
と
生
活
に
余
裕
の
あ
る

北
桑
は
、
新
時
代
を
創
生
す
る
大
思
想
家
の
出
現
地
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

さ
て
此
の
未
知
な
大
思
想
家
の
卵
を
孵
へ
し
て
、
生
育
せ
し
め
る
も
の
は
、
正
し
き
文
芸
の
使
命
で
あ
る
。
そ
の
大
思
想
家
に
歌

を
作
ら
せ
た
り
、
小
説
を
書
か
せ
た
り
し
よ
う
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
北
桑
の
文
芸
家
達
の
熱
烈
な
意
気
と
、
純
潔
な
感
情
と
を
打

ち
込
ん
だ
作
品
が
、
正
し
い
北
桑
の
姿
を
、
描
か
う
〳
〵
と
し
て
居
る
う
ち
、
や
が
て
大
思
想
家
の
卵
を
孵
化
せ
し
め
る
機
運
を
醸

成
せ
し
む
る
に
至
る
こ
と
を
確
信
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
機
運
こ
そ
、
北
桑
の
す
べ
て
に
生
気
を
与
へ
、
郡
外
に
活
動
す
る
人
に

も
、
都
市
に
遊
学
す
る
学
生
に
も
、
大
い
に
反
省
と
発
奮
と
を
加
へ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。（
以
下
略
）

 　

印
刷
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
田
舎
＝
農
村
に
い
た
ま
ま
で
も
大
半
の
書
物
は
手
に
入
る
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
田
舎
に
い
た
ま
ま
で
も
十

分
に
学
問
は
可
能
で
あ
る
、
こ
う
述
べ
る
こ
と
で
井
川
は
、
大
思
想
家
は
都
会
に
出
ず
に
し
て
も
育
ち
得
る
こ
と
を
重
ね
て
強
調
す
る
。
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や
場
所
に
着
い
て
、
始
め
て
彼
等
の
驥
足
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
も
し
彼
等
に
地
位
も
場
所
も
与
へ
な
か
つ
た
ら
、
彼
等

は
失
業
群
に
投
じ
て
猶
立
ち
ん
坊
よ
り
も
無
力
で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
迄
農
村
以
外
の
各
業
界
は
、
大
学
卒
業
生
な
る
第
二
位
的
人
物
の
需
要
量
が
供
給
量
に
超
過
し
て
居
る
の
で
す
け
れ
ど
、
今

後
供
給
量
は
超
過
し
て
農
村
に
大
学
卒
業
者
が
溢
れ
ま
し
て
も
、
農
村
は
直
ち
に
興
隆
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
は
創
造

力
、
生
産
力
、
経
営
方
を
欠
い
た
第
二
位
的
人
材
を
活
用
す
る
第
一
位
的
人
物
が
な
い
以
上
、
結
局
第
二
位
的
人
材
は
食
ひ
つ
ぶ
し

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
学
校
教
育
、
特
に
大
学
教
育
は
青
年
か
ら
創
造
力
、
生
産
力
、
経
営
力
を
摩
滅
さ
せ
、
一
定
の
地
位
や
場
所
を
与
え
ら
れ
な
け

れ
ば
そ
の
力
を
発
揮
で
き
な
い
「
第
二
位
的
人
材
」
し
か
育
て
ら
れ
な
い
、
と
す
る
。
井
川
か
ら
見
れ
ば
、
当
該
時
期
に
社
会
問
題
化
し

て
い
た
大
学
卒
業
者
の
就
職
難
も
、
そ
の
原
因
は
景
気
や
雇
用
の
悪
化
で
は
な
く
、
自
分
で
状
況
を
打
開
で
き
な
い
学
生
側
の
能
力
の
問

題
な
の
で
あ
る
。
仕
事
に
あ
ぶ
れ
た
「
第
二
位
的
人
材
」
が
郷
土
の
農
村
に
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
疲
弊
す
る
農
村
の
状
況
は
打
開
で

き
な
い
│
以
上
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
彼
は
か
つ
て
自
ら
も
憧
れ
た
中
学
↓
大
学
と
い
う
進
学
ル
ー
ト
を
相
対
化
し
、
創
造
力
・
生
産

力
・
経
営
力
に
溢
れ
た
「
第
一
位
的
人
材
」
を
生
み
出
す
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
そ
う
し
た
「
第
一
位
的
人
材
」
を
生
み
出
す
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
の
方
法
と
し
て
彼
が
強
調
し
た
の
が
、

本
章
第
一
節
で
見
た
郷
党
教
育
の
意
義
な
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
郷
党
教
育
の
実
践
方
法
の
一
つ
と
し
て
彼
が
重
視
し
た
の
が
、
ほ
か

な
ら
ぬ
文
芸
創
作
な
の
で
あ
る
。

　

『
時
報
』
第
八
一
号
【
昭
和
二
年
一
月
一
日
刊
】
に
お
い
て
、
井
川
は
「
文
芸
特
輯
号
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
。
そ
の
特
集
の
巻
頭

に
寄
せ
た
文
章
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
陣
笠
政
治
家
が
何
人
出
た
つ
て
、
百
万
円
二
百
万
円
の
成
金
が
幾
人
出
来
た
と
て
、
此
の
北
桑
は
真
に
救
は
れ
る
も
の
で

な
い
。
真
に
北
桑
を
救
ふ
も
の
は
、
大
思
想
家
の
出
現
で
あ
る
。
大
思
想
家
の
出
現
に
よ
つ
て
、
初
め
て
北
桑
の
正
し
き
姿
が
描
き

出
さ
れ
る
に
違
ひ
な
い
。
北
桑
人
は
茲
に
於
て
、
初
め
て
正
し
き
自
己
を
発
見
す
る
で
あ
ら
う
。

　

こ
こ
で
言
う
「
陣
笠
政
治
家
」「
百
万
円
二
百
万
円
の
成
金
」
と
「
大
思
想
家
」
は
、
先
に
見
た
「
第
二
位
的
人
材
」「
第
一
位
的
人
材
」
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教
育
機
関
へ
の
進
学
熱
の
高
ま
り
を
、
以
上
の
よ
う
に
批
判
的
に
捉
え
た
。

　

こ
う
し
た
学
問
観
が
社
会
に
ど
の
よ
う
な
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
井
川
は
考
え
る
の
か
。
社
説
後
半
か
ら
末
尾
に
か
け
て
、
井
川

は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

　

百
姓
共
が
其
の
子
弟
の
為
に
、
汗
と
涙
と
で
収
穫
し
た
米
を
売
り
、
材
木
を
売
り
、
猶
足
ら
ぬ
の
で
、
農
家
唯
一
の
資
本
で
あ
る

祖
先
伝
来
の
田
地
を
売
り
林
地
を
売
り
払
つ
て
ま
で
、
学
資
に
貢
い
だ
も
の
は
、
や
が
て
何
に
な
つ
て
農
村
に
報
ひ
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
。
農
村
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
都
会
の
隅
つ
こ
に
住
む
医
者
と
な
り
弁
護
士
と
な
り
、
三
井
や
鴻
池
の
会
社
員
と
な
り
、
市
役

所
あ
た
り
の
端
し
た
役
人
と
な
つ
て
了
ふ
の
で
は
な
い
か
。
農
林
村
に
は
何
物
も
帰
つ
て
来
な
い
。
農
村
の
秀
才
は
却
つ
て
農
村
の

吸
血
鬼
と
変
つ
て
了
ふ
（
中
略
）。

　

今
頃
、
時
代
遅
れ
の
、
大
学
校
位
を
卒
業
し
た
か
ら
と
て
、
創
造
へ
の
勇
敢
さ
と
、
研
鑽
の
根
気
と
を
欠
く
や
う
な
も
の
な
ら
、

何
ん
の
足
し
に
も
な
ら
な
い
。
猛
省
し
て
欲
し
い
。

　

井
川
が
批
判
し
た
の
は
、
農
村
を
出
て
中
等
↓
高
等
教
育
機
関
へ
と
進
学
し
て
い
っ
た
青
年
達
が
、
卒
業
後
も
農
村
に
戻
ら
ず
都
会
で

仕
事
に
つ
く
と
い
う
状
況
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
、
都
会
へ
の
進
学
者
に
対
す
る
怒
り
に
も
近
い
感
情
の
中
に
は
、
彼
自
身
が
か
つ

て
中
学
・
大
学
へ
の
進
学
を
嘱
望
し
な
が
ら
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
嫉
妬
心
も
入
り
混
じ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
井
川
は
中
学
↓
大
学
＝
都
会
へ
の
進
学
そ
れ
自
体
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
彼
が
批
判
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
教
育
機
関
で
行
わ
れ
る
教
育
が
、
本
来
あ
る
べ
き
学
問
の
姿
を
学
生
に
正
し
く
伝
え
て
い

な
い
（
＝
学
問
の
誤
解
）
こ
と
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
彼
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
学
問
と
は
本
来
、
引
用
の
末
尾
の
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
「
創
造
へ
の
勇
敢
さ
と
、
研
鑽
の
根
気
」
が
涵
養
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
議
論
に
関
連
し
て
、
彼
は
三
年
後
の
『
時
報
』
第
一
二
八
号
【
昭
和
五
年
一
二
月
一
日
刊
】
に
発
表
し
た
論
説
「
教
育
尊
重
の

真
諦
に
触
れ
よ
」
の
末
尾
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

学
校
教
育
な
る
も
の
は 

│
│ 

特
に
大
学
教
育
な
る
も
の
は
、
彼
等
俊
才
か
ら
、
創
始
力
、
生
産
力
経
営
力
な
る
も
の
を
磨
減
さ

し
て
一
個
の
学
者
な
り
、
技
術
家
な
り
、
事
務
家
な
り
に
仕
上
げ
て
仕
舞
ひ
ま
す
。
彼
等
は
国
家
乃
至
社
会
よ
り
与
へ
ら
れ
た
地
位
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教
育
機
関
へ
の
進
学
熱
の
高
ま
り
を
、
以
上
の
よ
う
に
批
判
的
に
捉
え
た
。

　

こ
う
し
た
学
問
観
が
社
会
に
ど
の
よ
う
な
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
井
川
は
考
え
る
の
か
。
社
説
後
半
か
ら
末
尾
に
か
け
て
、
井
川

は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

　

百
姓
共
が
其
の
子
弟
の
為
に
、
汗
と
涙
と
で
収
穫
し
た
米
を
売
り
、
材
木
を
売
り
、
猶
足
ら
ぬ
の
で
、
農
家
唯
一
の
資
本
で
あ
る

祖
先
伝
来
の
田
地
を
売
り
林
地
を
売
り
払
つ
て
ま
で
、
学
資
に
貢
い
だ
も
の
は
、
や
が
て
何
に
な
つ
て
農
村
に
報
ひ
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
。
農
村
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
都
会
の
隅
つ
こ
に
住
む
医
者
と
な
り
弁
護
士
と
な
り
、
三
井
や
鴻
池
の
会
社
員
と
な
り
、
市
役

所
あ
た
り
の
端
し
た
役
人
と
な
つ
て
了
ふ
の
で
は
な
い
か
。
農
林
村
に
は
何
物
も
帰
つ
て
来
な
い
。
農
村
の
秀
才
は
却
つ
て
農
村
の

吸
血
鬼
と
変
つ
て
了
ふ
（
中
略
）。

　

今
頃
、
時
代
遅
れ
の
、
大
学
校
位
を
卒
業
し
た
か
ら
と
て
、
創
造
へ
の
勇
敢
さ
と
、
研
鑽
の
根
気
と
を
欠
く
や
う
な
も
の
な
ら
、

何
ん
の
足
し
に
も
な
ら
な
い
。
猛
省
し
て
欲
し
い
。

　

井
川
が
批
判
し
た
の
は
、
農
村
を
出
て
中
等
↓
高
等
教
育
機
関
へ
と
進
学
し
て
い
っ
た
青
年
達
が
、
卒
業
後
も
農
村
に
戻
ら
ず
都
会
で

仕
事
に
つ
く
と
い
う
状
況
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
、
都
会
へ
の
進
学
者
に
対
す
る
怒
り
に
も
近
い
感
情
の
中
に
は
、
彼
自
身
が
か
つ

て
中
学
・
大
学
へ
の
進
学
を
嘱
望
し
な
が
ら
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
嫉
妬
心
も
入
り
混
じ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
井
川
は
中
学
↓
大
学
＝
都
会
へ
の
進
学
そ
れ
自
体
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
彼
が
批
判
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
教
育
機
関
で
行
わ
れ
る
教
育
が
、
本
来
あ
る
べ
き
学
問
の
姿
を
学
生
に
正
し
く
伝
え
て
い

な
い
（
＝
学
問
の
誤
解
）
こ
と
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
彼
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
学
問
と
は
本
来
、
引
用
の
末
尾
の
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
「
創
造
へ
の
勇
敢
さ
と
、
研
鑽
の
根
気
」
が
涵
養
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
議
論
に
関
連
し
て
、
彼
は
三
年
後
の
『
時
報
』
第
一
二
八
号
【
昭
和
五
年
一
二
月
一
日
刊
】
に
発
表
し
た
論
説
「
教
育
尊
重
の

真
諦
に
触
れ
よ
」
の
末
尾
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

学
校
教
育
な
る
も
の
は 

│
│ 

特
に
大
学
教
育
な
る
も
の
は
、
彼
等
俊
才
か
ら
、
創
始
力
、
生
産
力
経
営
力
な
る
も
の
を
磨
減
さ

し
て
一
個
の
学
者
な
り
、
技
術
家
な
り
、
事
務
家
な
り
に
仕
上
げ
て
仕
舞
ひ
ま
す
。
彼
等
は
国
家
乃
至
社
会
よ
り
与
へ
ら
れ
た
地
位

（ 16 ）

す
る
た
め
、『
時
報
』
創
刊
時
の
郡
長
で
あ
っ
た
西
原
光
太
郎
は
郡
内
に
「
農
事
講
習
所
」
を
設
置
す
る
が
31
、
こ
れ
も
大
正
一
二
年
三

月
の
軍
制
廃
止
に
伴
い
廃
校
と
な
っ
て
し
ま
う
。
北
桑
田
郡
南
北
の
思
想
統
一
と
恒
常
的
な
意
思
疎
通
を
図
る
、
と
い
う
の
が
『
時
報
』

創
刊
当
時
の
目
的
で
あ
っ
た
が
32
、
中
等
教
育
機
関
の
欠
如
と
い
う
北
桑
田
郡
固
有
の
問
題
が
、
創
刊
当
時
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

役
割
を
、
井
川
を
し
て
『
時
報
』
に
期
待
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２
．
な
ぜ
文
芸
創
作
な
の
か

　

次
に
、
井
川
が
文
芸
創
作
を
重
視
し
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

　

根
本
に
あ
っ
た
の
は
、
当
時
の
学
問
・
教
育
と
い
う
も
の
に
対
す
る
世
間
の
認
識
へ
の
不
満
で
あ
る
。『
時
報
』
第
九
一
号
【
昭
和
二

年
一
一
月
一
日
刊
】
掲
載
の
社
説
「
学
問
の
誤
解
」
を
見
て
い
こ
う
。
そ
の
冒
頭
で
井
川
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
日
本
と
い
ふ
国
は
、
学
問
と
い
ふ
も
の
を
、
最
初
か
ら
誤
解
し
た
国
で
あ
る
。
そ
し
て
今
で
も
誤
解
し
続
け
て
居
る
」

　

そ
れ
が
嘘
と
思
ふ
な
ら
昭
和
新
世
の
今
日
に
於
て
す
ら
、
小
学
校
の
児
童
を
と
ら
へ
て
「
お
前
は
学
校
へ
何
し
に
行
つ
て
お
る

か
」
と
尋
ね
て
見
る
が
よ
い
。
彼
等
は
一
様
に
「
字
を
習
ひ
に
行
つ
て
居
る
」
と
言
ふ
「
本
を
覚
え
に
行
つ
て
居
る
」
と
言
ふ
。「
立

派
な
国
民
と
な
る
べ
き
教
育
を
受
け
て
居
る
」「
有
用
な
人
材
と
な
る
べ
く
薫
陶
さ
れ
て
居
る
」。
若
し
さ
う
言
ふ
子
供
が
あ
つ
た
な

ら
、
そ
れ
は
只
、
答
弁
す
る
為
に
吹
き
込
ま
れ
た
蓄
音
機
の
音
譜
で
あ
る
。「
字
を
習
ひ
に
行
つ
て
居
る
」「
本
を
覚
え
に
行
つ
て
居

る
」
こ
れ
ぞ
、
彼
等
の
念
頭
か
ら
出
る
偽
は
ら
ざ
る
本
音
で
あ
る
の
だ
。

　

字
を
習
う
こ
と
／
本
を
覚
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
は
、
日
本
社
会
に
は
び
こ
る
学
問
に
対
す
る
大
き
な
誤
解
で
あ
る
、
と
い
う

の
が
井
川
の
議
論
の
出
発
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
井
川
に
よ
れ
ば
、
明
治
維
新
以
後
に
西
洋
文
物
が
日
本
に
入
っ
て
く
る
と
、
さ
ら
な
る

学
問
へ
の
誤
解
が
世
間
に
広
ま
る
。
新
た
な
誤
解
と
は
、「
学
問
さ
へ
出
来
れ
ば
、
即
ち
学
校
さ
へ
卒
業
す
れ
ば
、
何
か
ボ
ロ
イ
地
位
が

与
へ
ら
れ
よ
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
青
年
達
に
と
っ
て
小
学
校
、
中
学
校
は
上
位
の
教
育
機
関
進
学
の
た
め
の
通
過
点

と
い
う
以
上
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
な
く
な
り
、
ま
た
大
学
で
は
、
医
学
や
法
学
、
工
学
な
ど
卒
業
後
に
都
会
で
仕
事
を
得
る
上
で
有

用
な
分
野
ば
か
り
が
好
ま
れ
、
農
村
に
お
い
て
必
要
な
文
学
、
理
学
、
農
学
は
恒
常
的
な
学
生
不
足
に
陥
っ
た
│
井
川
は
、
中
等
・
高
等
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き
た
い
（
旧
字
・
異
体
字
は
現
在
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
以
下
、
同
じ
）。

　

郡
外
に
出
て
、
名
ば
か
り
に
も
せ
よ
、
成
功
し
て
居
る
程
の
人
は
、
郡
内
を
見
る
と
き
、
き
ま
つ
て
昔
の
ま
ゝ
で
居
て
呉
れ
る
こ

と
を
希
望
し
て
居
る
。

（
前
略
）
如
何
な
る
危
険
で
も
、
之
を
安
全
化
し
て
了
ふ
人
材
を
造
る
こ
と
が
、
最
も
人
生
に
対
す
る
愛
情
で
は
あ
る
ま
い
か
。
北

桑
に
最
も
要
望
す
る
も
の
は
鉄
道
で
も
な
く
自
動
車
で
も
な
く
、
危
険
を
安
全
化
し
て
了
ふ
真
の
人
材
是
で
あ
る
。
偉
大
か
壮
烈
か
、

質
実
か
剛
健
か
、
乃
至
英
明
か
、
い
や
し
く
も
危
険
に
直
面
し
て
逃
避
す
る
こ
と
な
く
、
勝
利
か
然
ら
ず
ん
ば
死
か
│
の
気
概
を
有

す
る
人
材
で
あ
る
。

　

偉
人
や
大
人
物
は
、
飼
は
れ
た
る
犬
で
な
い
か
ら
コ
イ
〳
〵
と
呼
ん
で
来
る
も
の
で
は
な
い
、
繋
が
れ
た
る
牛
馬
に
あ
ら
ね
ば
、

出
よ
〳
〵
と
叩
い
て
出
る
も
の
で
は
な
い
。
環
境
の
感
化
で
あ
る
、
風
雲
の
到
来
で
あ
る
。
吾
人
が
常
に
郷
党
教
育
の
緊
要
を
高
唱

せ
る
所
以
は
茲
に
あ
る
。

（
中
略
）
吾
人
は
か
ゝ
る
人
材
を
薫
育
す
る
郷
党
教
育
を
高
調
し
て
止
ま
な
い
。
そ
し
て
我
時
報
誌
は
、
正
に
そ
の
第
一
線
に
立
つ

て
居
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。

　

井
川
に
よ
れ
ば
、
大
正
末
期
の
当
時
に
お
い
て
北
桑
田
郡
に
一
番
必
要
な
も
の
は
、
鉄
道
や
自
動
車
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
交
通
の
利

便
化
で
は
な
く
、
人
材
の
確
保
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
人
材
は
郷
党
教
育
に
よ
っ
て
の
み
育
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、『
時
報
』
は

そ
の
郷
党
教
育
を
第
一
線
で
担
っ
て
い
く
べ
き
存
在
で
あ
る
の
だ
と
い
う
。
井
川
は
、
将
来
の
北
桑
田
郡
を
担
う
人
材
を
教
育
し
て
い
く

た
め
の
媒
体
と
し
て
『
時
報
』
に
着
目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

井
川
が
右
に
見
た
よ
う
な
位
置
づ
け
を
『
時
報
』
に
与
え
た
背
景
に
は
、
当
時
の
北
桑
田
郡
の
教
育
事
情
が
関
係
し
て
い
る
。
北
桑
田

郡
内
に
は
、
大
正
末
期
の
時
点
で
も
中
等
教
育
機
関
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
土
方
苑
子
氏
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
学
校
制
度
の
形

成
に
関
連
し
て
、
一
九
一
〇
年
代
〜
二
〇
年
に
か
け
て
全
国
各
地
の
郡
で
一
〜
三
の
中
学
校
、
実
業
学
校
、
高
等
女
学
校
が
設
立
さ
れ
る
、

と
の
見
通
し
を
立
て
た
が
30
、
少
な
く
と
も
北
桑
田
郡
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
指
摘
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
井
川
が
中
学
校
へ
の
進
学

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
郡
内
に
中
学
校
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
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正
十
年
の
壮
丁
諸
子
に
捧
げ
む
詩
の
花
束
」「
今
後
青
年
の
進
む
べ
き
方
向
」「
初
烏
」
の
四
作
（
五
本
）
で
あ
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、

こ
の
う
ち
の
「
今
後
青
年
の
進
む
べ
き
方
向
」
を
除
く
三
作
は
す
べ
て
文
芸
創
作
で
あ
り
、
そ
し
て
唯
一
の
論
説
で
あ
る
「
今
後
青
年
の

進
む
べ
き
方
向
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
続
編
で
あ
る
「
農
民
党
の
進
む
べ
き
道
」
で
は
「
井
川
市
太
郎
」
名
義
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
編
輯
員
就
任
以
前
の
段
階
で
は
、「
朝
陽
山
人
」
は
文
芸
創
作
系
統
の
作
品
に
対
し
て

使
用
し
よ
う
と
し
た
署
名
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
よ
う
。
そ
の
原
則
が
な
ぜ
編
輯
員
就
任
以
降
は
変
更
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
状

で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

以
上
、
二
つ
の
表
か
ら
見
え
て
く
る
井
川
の
執
筆
活
動
の
特
徴
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
の
他
、
表
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
も
の
と
し
て
、

井
川
が
『
時
報
』
誌
上
に
論
説
だ
け
で
な
く
、
小
説
・
詩
文
・
短
歌
な
ど
の
文
芸
創
作
を
積
極
的
に
発
表
し
て
い
た
点
が
あ
る
。
実
は
井

川
は
、
自
ら
が
文
芸
創
作
を
発
表
す
る
以
外
に
も
、
文
芸
部
担
当
の
編
輯
員
と
し
て
文
芸
に
関
す
る
様
々
な
企
画
を
『
時
報
』
の
中
で
展

開
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
彼
が
『
太
陽
』
や
『
日
出
新
聞
』
と
い
っ
た
全
国
な
い
し
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
大
メ
デ
ィ
ア
で
論
考
を
発
表

し
て
い
た
時
期
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
り
、
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
点
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
メ
デ
ィ
ア
で
言
論
活
動
を
開
始
し

た
井
川
が
、
な
ぜ
そ
の
後
活
動
の
場
を
地
域
メ
デ
ィ
ア
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
解
く
鍵
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

章
を
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
、
地
域
メ
デ
ィ
ア
で
の
言
論
活
動
の
意
味

１
．
地
域
メ
デ
ィ
ア
に
何
を
期
待
し
た
の
か

　

ま
ず
、
井
川
が
『
時
報
』
や
『
丹
波
青
年
』
と
い
っ
た
地
域
メ
デ
ィ
ア
に
何
を
期
待
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
た

だ
し
、
史
料
上
の
問
題
か
ら
、
分
析
は
『
時
報
』
に
限
定
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

井
川
が
『
時
報
』
の
編
輯
員
に
な
っ
た
直
後
の
『
時
報
』
第
七
七
号
【
大
正
一
五
年
九
月
一
日
刊
】
に
、
井
川
の
筆
に
な
る
無
題
名
の

社
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
社
説
か
ら
、
井
川
が
『
時
報
』
と
い
う
雑
誌
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
ま
ず
は
確
認
し
て
お
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に
掲
載
さ
れ
た
文
章
は
合
計
四
八
本
で
、
同
期
間
に
発
行
さ
れ
た
『
時
報
』
の
総
号
数
（
計
四
二
号
）
を
上
回
っ
て
い
る
。
か
く
ま
で
多

数
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
第
一
六
三
号
よ
り
井
川
が
世
相
を
論
評
す
る
「
火
吹
竹
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
常
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
。
井
川
は
既
に
『
時
報
』
第
一
三
八
号
、
第
一
三
九
号
に
お
い
て
同
名
の
コ
ー
ナ
ー
タ
イ
ト
ル
で
記
事
を
発
表
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を

常
設
化
す
る
こ
と
が
他
の
編
輯
員
よ
り
提
案
さ
れ
、
受
諾
し
た
の
だ
と
い
う
28
。【
表
一
】
を
確
認
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
第
一
九
八

号
と
第
二
〇
〇
号
以
外
の
す
べ
て
の
号
で
掲
載
が
確
認
で
き
る
の
で
、
事
実
上
の
月
刊
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
分
、

「
火
吹
竹
」
以
外
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
文
章
掲
載
は
、
第
二
期
と
較
べ
大
き
く
数
を
減
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
昭
和
一
二
年
五
月
か
ら
昭
和
一
七
年
五
月
（
第
二
〇
五
号
〜
第
二
六
五
号
）
の
時
期
（
第
四
期
）
で
あ
る
。「
火
吹
竹
」
が

掲
載
さ
れ
な
く
な
り
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
記
事
も
第
二
五
九
号
【
昭
和
一
六
年
一
一
月
一
日
刊
】
掲
載
の
「
大
政
翼
賛
会
京
都
府
協
力
会

議
で
私
は
何
を
語
つ
た
か
」
と
い
う
論
考
が
一
つ
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
井
川
が
昭
和
一
二
年
四
月
に
弓
削
村
の
助
役
に
就
任
し

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
五
九
号
の
原
稿
も
、
弓
削
村
の
村
長
と
し
て
参
加
し
た
会
議
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
村
政
に
従
事
し
は
じ
め
た
が
ゆ
え
に
文
章
を
書
く
時
間
が
な
く
な
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
意
識
的
に
書
か

な
く
な
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
井
川
は
村
政
の
担
当
者
に
な
っ
た
の
を
機
に
一
〇
年
あ
ま
り
続
け
た
地
域
メ

デ
ィ
ア
で
の
言
論
活
動
を
中
断
し
、
自
ら
の
考
え
を
行
政
の
場
で
実
践
し
て
い
く
方
向
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
二
つ
の
表
か
ら
議
論
し
て
い
き
た
い
。
次
に
気
が
つ
く
の
は
、
署
名
の
問
題
で
あ
る
。
井
川
に
は
「
朝
陽
山
人
」
と
い
う

号
が
あ
り
、
若
干
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
彼
の
手
に
な
る
文
章
は
基
本
的
に
は
こ
の
号
か
本
名
の
い
ず
れ
か
の
名
前
で
発
表
さ
れ
て
い

る
。「
朝
陽
山
人
」
の
号
に
つ
い
て
、
井
川
自
身
は
後
年
に
「
こ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
青
年
時
代
に
は
本
名
よ
り
も
さ
か
ん
に
使
っ
た
も
の

で
あ
る
」
と
29
回
顧
し
て
い
る
程
度
で
、
本
名
と
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、【
表
一
】【
表
二
】
を
見
比
べ

て
わ
か
る
の
は
、『
丹
波
青
年
』
寄
稿
分
に
つ
い
て
は
現
状
確
認
で
き
て
い
る
限
り
で
は
そ
の
す
べ
て
の
文
章
が
「
井
川
市
太
郎
」
名
義

で
あ
り
、『
時
報
』
に
つ
い
て
は
、
編
輯
員
就
任
以
前
は
号
と
本
名
が
同
時
並
行
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
編
輯
員
就
任
以
降
は

「
朝
陽
山
人
」
名
義
が
「
井
川
市
太
郎
」
名
義
を
そ
の
数
に
お
い
て
圧
倒
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

編
輯
員
就
任
以
前
の
時
期
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
見
て
み
る
と
、「
朝
陽
山
人
」
名
義
で
書
か
れ
た
の
は
「
あ
る
哲
学
青
年
の
こ
と
」「
大
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に
つ
い
て
は
、
彼
の
筆
に
な
る
文
章
は
現
状
確
認
で
き
て
い
る
だ
け
で
計
一
二
九
本
に
も
及
ぶ
。

　

時
期
別
に
区
分
し
、
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
一
月
か
ら
大
正
一
五
年
（
一
九
二
五
）
八
月
ま

で
（
第
一
号
〜
第
七
六
号
）
の
時
期
で
あ
る
（
第
一
期
）。
計
一
八
本
、
平
均
す
る
と
お
よ
そ
五
号
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
原
稿
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
第
一
期
全
体
の
号
数
か
ら
見
た
場
合
の
掲
載
率
は
約
二
四
％
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
残
存
が
確
認
で
き
て
い
な
い
号
が
第
二

一
号
〜
第
三
三
号
（
大
正
一
一
年
一
月
〜
一
二
月
刊
）、
第
四
〇
号
（
大
正
一
二
年
八
月
刊
）、
第
七
六
号
（
大
正
一
五
年
八
月
刊
）
の
計

一
四
号
と
多
い
の
で
、
実
際
に
は
も
う
何
本
か
の
文
章
が
存
在
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
も
、
後
述
す
る
第
二
期
・

第
三
期
に
較
べ
る
と
少
な
い
、
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
の
井
川
の
言
論
活
動
が
他
の
時
期
に
較
べ
低
調
で
あ
っ
た
と
考
え
る

の
は
早
計
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
【
表
二
】
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
同
じ
期
間
の
『
丹
波
青
年
』
へ
の
寄
稿
は
計
九
本
確
認
で
き
る
。

こ
れ
は
『
丹
波
青
年
』
が
極
め
て
断
片
的
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
中
で
確
認
で
き
た
数
字
で
あ
り
、
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
も
多
く
の
寄

稿
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
井
川
は
、『
時
報
』
と
『
丹
波
青
年
』
の
双
方
に
寄
稿
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
他
の
時
期
と
較
べ
『
時
報
』
へ
の
寄
稿
が
少
な
い
こ
と
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
大
正
一
五
年
九
月
か
ら
昭
和
八
年
（
一
九
三
二
）
一
〇
月
（
第
七
七
号
〜
第
一
六
二
号
）
の
時
期
（
第
二
期
）
で
あ
る
。
残
存

が
確
認
で
き
て
い
な
い
の
は
第
七
九
号
（
大
正
一
五
年
一
一
月
刊
）
と
第
八
五
号
（
昭
和
二
年
五
月
刊
）
の
二
号
分
の
み
で
あ
る
。
合
計

で
六
〇
本
、
平
均
し
て
三
号
に
二
本
以
上
の
ペ
ー
ス
で
原
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
二
期
全
体
の
号
数
か
ら
見
た
場
合
の
掲
載
率
は
お

よ
そ
七
〇
％
で
あ
る
。
掲
載
が
格
段
に
増
え
た
の
は
、
第
七
七
号
よ
り
井
川
が
『
時
報
』
の
編
輯
員
（
文
芸
部
担
当
）
と
な
っ
た
こ
と
が

関
係
し
て
い
よ
う
。
編
輯
員
と
な
っ
た
以
上
は
、『
時
報
』
の
出
版
に
よ
り
積
極
的
・
主
体
的
に
関
わ
り
、
誌
面
を
盛
り
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
稿
が
足
り
な
い
時
な
ど
は
、
そ
の
穴
埋
め
の
た
め
に
原
稿
を
載
せ
る
必
要
も
あ
っ
た
27
。
な
お
、『
時
報
』
編
輯

員
就
任
以
降
も
『
丹
波
青
年
』
へ
の
寄
稿
を
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
【
表
二
】
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
同
誌
は
昭
和
五

年
中
に
廃
刊
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
後
に
彼
が
言
論
活
動
を
展
開
で
き
る
地
域
メ
デ
ィ
ア
は
『
時
報
』
だ
け
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
昭
和
八
年
一
一
月
か
ら
昭
和
一
二
年
四
月
（
第
一
六
三
号
〜
第
二
〇
四
号
）
の
時
期
（
第
三
期
）
で
あ
る
。
残
存
が
確
認
で
き

て
い
な
い
号
は
な
い
（
た
だ
し
、
先
述
し
た
理
由
で
雑
誌
全
体
の
内
容
を
確
認
で
き
て
い
な
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在
）。
こ
の
期
間
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【表二】『丹波青年』発表論考一覧

タイトル 種類 署名 媒体名・号数・日付 備考

１ 「丹波青年」主幹に その他 北桑田郡
井川市太郎

第１巻第３号
（大正11年３月号）

２ 信善への道程 「説苑」 北桑井川市太郎
第１巻第９号
（大正11年９月号）

『土百姓』
所収

３ 年頭言 「雑録」 北桑井川市太郎
第２巻第１号
（大正12年１月号）

４ ド平民根性の因襲打破論を誡む 「説苑」 井川市太郎 第２巻第７号
（大正12年７月号）

５ 北桑の政雲 「寄書」 井川市太郎 第３巻第１号
（大正13年１月号）

６ 私は斯う思ひます（上） 「説苑」 井川市太郎 第４巻第８号
（大正14年８月号）

『土百姓』
所収

７ 私は斯う思ひます（下） 「説苑」 井川市太郎 第４巻、第９号
（大正14年９月号）

『土百姓』
所収

８ 頂門の一針 「雑録」 北桑田郡井川市太郎
第５巻第１号
（大正15年１月号）

９ 思想家の天分 その他 井川市太郎 第５巻第７号
（大正15年７月号）

『土百姓』
所収

10 大正15年を送る 「特別
寄書」 井川市太郎 第５巻第12号

（大正15年12月号）

11 北桑の教育（一） 論説 井川生 第７巻第９・10号
（昭和３年９月号）

（二）以降
不明

12 政界の三倒れ 論説 原本不明につ
き確認不能 昭和５年新年号 『土百姓』

所収

※『丹波青年』各号を基に筆者作成
※ 「種類」中の記載で鍵カッコつきのものは『丹波青年』内の見出しをそのまま用いたもの。
鍵カッコのないものは筆者が内容や記事の場所などから判断し付したもの
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第
三
期

108 農士 「巻頭言」 朝陽山人 187 11

109 （無題・第二次国体明徴声明が思想鎖国をもたらすことを恐れる） 「火吹竹」 なし 187

110 （無題・学問の弊害を論じる） 「火吹竹」 なし 188 12

111 （無題・年頭にあたり「至誠奉公」の重要性を説く） 「火吹竹」 なし 189 S11 １

112 （無題・第68帝国議会の解散について） 「火吹竹」 なし 190 ２

113 （無題・粛正国政選挙結果を喜び、政友会の更生を待望する） 「火吹竹」 なし 191 ３

114 （無題・二二六事件について／今後の府会・村会議員選挙について） 「火吹竹」 なし 192 ４

115 （無題・弓削の歴史性について） 「火吹竹」 なし 193 ５
116 （無題短歌２首） 短歌 朝陽山人 194 ６

117
（無題・白人の植民地統治問題から日支関
係を考える／米穀法３案の運用について
農村民に注意を促す）

「火吹竹」 なし 194

118 （無題・文教施設の都市偏重を批判する） 「火吹竹」 なし 195 ７

119 （無題・知識の性質を論じ、「大衆」という言葉の定着を批判する） 「火吹竹」 なし 196 ８

120 （無題・祖国愛涵養の上での宗教教育の重要性を説く） 「火吹竹」 なし 197 ９

121 学校と宗教教育 論説 （火吹竹）
井川市太郎 199 11

122 （無題・対外戦略における「南進北守」の重要性について） 「火吹竹」 なし 199

123
（無題・日独防共協定締結による今後の影
響を予見し、国民の自粛自疆の必要性を
説く）

「火吹竹」 なし 201 S12 １

124 （無題・北桑出身後宮二郎少尉の自死について／北桑の教育について） 「火吹竹」 なし 202 ２

125 （無題・軍部批判を擁護する／永井柳太郎について） 「火吹竹」 なし 203 ３

126 （無題・省営バス開通について） 「火吹竹」 なし 204 ４

第
四
期

井川、弓削村助役に就任（205号）

127 （無題・日ソ開戦の可能性の中、尽忠報国精神の重要性を説く） 「火吹竹」 なし 205 ５

128 （無題・人材確保のため国家による町村吏員の待遇改善を求める） 「火吹竹」 なし 206 ６

井川、弓削村軍友会（在郷軍人会か？）副会長に当選（216号）
井川、弓削村村長になる（229号）

129 大政翼賛会京都府協力会議で私は何を語
つたか 論説 井川市太郎 259 S16 11

※『北桑時報』各号を基に筆者作成
※ 「種類」中の記載で鍵カッコつきのものは『時報』内の見出しをそのまま用いたもの。鍵カッ
コのないものは筆者が内容や記事の場所などから判断し付したもの
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73 指導精神を誤る勿れ 時論 井川市太郎 144 ４
74 協力内閣と国民の自力更生 「巻頭言」 井川朝陽 148 ８
75 指導精神を誤る勿れ（続編） 「時論」 井川市太郎 151 11
76 指導精神を誤る勿れ（つゞき） 「時論」 井川市太郎 153 S８ １

77 亡友野尻新造君の遺稿集「花愁」を読ん
で感想を語る その他 朝陽山人 155 ３

78 亡友野尻新造君の遺稿集「花愁」を読ん
で感想を語る（続き） その他 朝陽山人 156 ４

第
三
期

79 本欄新設の弁／省営バス 「火吹竹」 なし 163 11
80 百姓は偉いぞ 論説 井川市太郎 165 S９ １
81 （無題短歌２首） 短歌 朝陽山人 165
82 小説の選後感 その他 朝陽山人 165

83 （無題・「火吹竹」の由来と皇紀2594年を祝う） 「火吹竹」 なし 165

84 優勝旗 「火吹竹」 なし 166 ２
85 議会 「火吹竹」 なし 167 ３
86 南塘会 「火吹竹」 なし 168 ４
87 司法警察 「火吹竹」 なし 169 ５
88 よき半身 「火吹竹」 なし 170 ６
89 弁財天 「火吹竹」 なし 171 ７
90 燈火統制 「火吹竹」 なし 172 ８
91 農村救済の根本問題 論説 井川市太郎 173 ９
92 認識不足 「火吹竹」 なし 173
93 婦人会と五分間演説 「火吹竹」 なし 174 10
94 奥様より嬶へ 「火吹竹」 なし 175 11
95 防犯研究会 「火吹竹」 なし 176
96 年頭言 巻頭言 朝陽山人 177 s10 １
97 （無題・昭和９年の政界を諷刺する） 「火吹竹」 なし 177
98 憲政常道論 「火吹竹」 なし 178 ２

99 （無題・国会の動向論評、米国メーコン号難破について） 「火吹竹」 なし 179 ３

100 天皇機関説の存在は日本に許すべからず 「火吹竹」 なし 180 ４

101 （無題・満州国皇帝の来日について／天皇機関説を信じる法匪について） 「火吹竹」 なし 181 ５

102 井川、弓削村農会評議員となる（182号）

103 （無題・日支関係について／米国流儀の崇拝を批判する） 「火吹竹」 なし 182 ６

104 （無題・「パパ」「ママ」呼称問題を踏まえ立憲民政党に党名変更を要求する） 「火吹竹」 なし 183 ７

105 （無題・選挙粛正運動について） 「火吹竹」 なし 184 ８

106 （無題・永田鉄山殺害事件・北桑の府会議員選挙について） 「火吹竹」 なし 185 ９

107 （無題・北桑の府会議員選挙結果について） 「火吹竹」 なし 186 10
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第
二
期

34 倫理の政治化 「社説」 朝陽 94 ２
35 政局縦横 「社説」 朝陽山人 95 ３
36 朝陽の言葉 編集後記 なし 95
37 （無題・投稿小説を論評する）　 その他 朝陽 97 ５
38 合歓の下蔭 「小説」 朝陽山人 98 ６
39 次の「偉人」と「英雄」 「社説」 朝陽山人 104 12
40 年末言 その他 朝陽山人 104
41 （無題・投稿詩文を論評する） その他 なし
42 ペスタロツチは追はれたり 小説 巻村勝太郎 104
43 より良き歳のために 「年頭言」 朝陽 105 S４ １
44 ペスタロツチは追ひ出されたり（承前） 小説 巻村勝太郎 105

45 村議選を前にして議員選挙の心理的考察 論説 弓削村　井
川朝陽 108 ４

46 時句漫句 川柳 朝陽 108
47 新村議に望む 論説 井川朝陽 109 ５
48 言霊は幸ふ 「社説」 朝陽山人 112 ８
井川、『北桑時報』退社発表（112号）→慰留される（114号）
49 永井柳太郎氏の演説を聴きて 論説 井川市太郎 118 S５ １
50 ある昔の兵士の手記 「小説」 朝陽山人 120 ４
51 文芸指導 「社説」 朝陽 121 ５
52 ある昔の兵士の手記 「小説」 朝陽山人 121
53 （無題） 「編輯後記」 朝陽山人 121
54 ある昔の兵士の手記 「小説」 朝陽山人 122 ６
55 ある日の講演 「婦人」 朝陽山人 125 ９
56 年末言 巻頭言 朝陽山人 128 12
57 教育尊重の真諦に触れよ 論説 井川市太郎 128 12
58 青年よ躍れ 巻頭言 朝陽山人 133 S６ ５
59 中道、真継両先生を送る その他 朝陽 133
60 愛誦詩 小説 朝陽山人 133
61 口丹波三郡府議戦展望 「論説」 朝陽山人 137 ９
62 巻頭言 「婦人会号」 朝陽 138 10
63 婦人の弁舌 「時論」 朝陽山人 138
64 （無題・希望社の後藤静香氏を批判する） 「火吹竹」 なし 138
65 星は乱れ飛ぶ　 「巻頭言」 朝陽山人 139 11
66 犯された地方議会 「時論」 朝陽山人 139
67 大東五一郎氏を送る その他 朝陽 139

68 （無題・満州事変に対する国際連盟の動きを批判する） 「火吹竹」 なし 139

69 年頭言 巻頭言 朝陽山人 141 S ７ １
70 思想動揺の禍根を去れよ 「時論」 朝陽山人 141
71 農村に於ける実業補修教育の重要性 「時論」 朝陽山人 142 ２
72 指導精神を誤る勿れ 「巻頭言」 なし 143 ２
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【表一】『北桑時報』掲載井川市太郎文章一覧

タイトル 種類 署名 号 年 月

第
一
期

１ 北桑気質を作れ 論説 井川朝陽 １ T８ １

２ あゝ我巨人の揺籃地 「新体詩」 弓削村　井
川市太郎 ２ ３

３ ある哲学青年のこと 「短編小説」 朝陽山人 ７ T９ ６
４ ある哲学青年のこと（承前） 「短編小説」 朝陽山人 ８ ６
５ 大正十年の壮丁諸子に捧げむ詩の花束 詩文 朝陽山人 15 T10 ７

６ イチタローは斯く言ふ 小説 朝陽山麓に
て 17 ９

７ イチタローは斯く言ふ　労働神聖に呪は
れた者 小説 朝陽山麓に

て 20 12

８ 文化農村の建設 「論説」 弓削村　井
川市太郎 36 T12 ４

９ 剛健なる素人 論説 井川市太郎 49 T13 ５

10 （無題・北桑発展のために３つの必要なこと） 論説 井川市太郎 50 ６

11 今後青年の進むべき方向 論説 朝陽山人 54 10
12 農民党の進むべき道 論説 井川市太郎 55 11
13 暁鐘を撞く 論説 井川市太郎 62 T14 ６
14 農村の楽み 「論説」 井川市太郎 64 ８

15 北桑田郡の郡是は如何に定むべき乎に答
へて 論説 井川市太郎 68 12

16 初烏 詩文 朝陽山人 69 T15 １

17 之の問題を如何に見る？
（編輯員から寄せられた問題への回答） 論説 井川市太郎

君 71 ３

18 郡廃に直面して 論説 井川市太郎 74 ６
井川、『北桑時報』入社（文芸部担当）
19 （無題・人材を薫育する郷党教育を求める） 「社説」 朝陽山人 77 ９
20 大正十五年を送る 「社説」 朝陽山人 80 12
21 烏兎匆々 編集後記 朝陽 80
22 （前欠により不明） 巻頭言 朝陽山人 81 S２ １
23 貧者の富 その他 朝陽山人 81
24 昭和一新論 「社説」 朝陽山人 84 ４
25 （無題・「時報文壇」趣旨説明） その他 朝陽 86 ６
26 文芸講座（１）　お伽噺からその次の教育 論説 朝陽山人 89 ９
27 文芸講座（２）　小説時代 論説 朝陽山人 90 10
28 明治節 「巻頭言」 朝 91 11
29 学問の誤解 「社説」 朝陽山人 91
30 チヤンコロ その他 朝 91
31 （無題） 「編輯後記」 朝陽 91
32 大日輪 詩文 朝陽山人 93 S３ １
33 文芸講座（３）　詩と人生 論説 朝陽山人 93
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【表一】『北桑時報』掲載井川市太郎文章一覧

タイトル 種類 署名 号 年 月

第
一
期

１ 北桑気質を作れ 論説 井川朝陽 １ T８ １

２ あゝ我巨人の揺籃地 「新体詩」 弓削村　井
川市太郎 ２ ３

３ ある哲学青年のこと 「短編小説」 朝陽山人 ７ T９ ６
４ ある哲学青年のこと（承前） 「短編小説」 朝陽山人 ８ ６
５ 大正十年の壮丁諸子に捧げむ詩の花束 詩文 朝陽山人 15 T10 ７

６ イチタローは斯く言ふ 小説 朝陽山麓に
て 17 ９

７ イチタローは斯く言ふ　労働神聖に呪は
れた者 小説 朝陽山麓に

て 20 12

８ 文化農村の建設 「論説」 弓削村　井
川市太郎 36 T12 ４

９ 剛健なる素人 論説 井川市太郎 49 T13 ５

10 （無題・北桑発展のために３つの必要なこと） 論説 井川市太郎 50 ６

11 今後青年の進むべき方向 論説 朝陽山人 54 10
12 農民党の進むべき道 論説 井川市太郎 55 11
13 暁鐘を撞く 論説 井川市太郎 62 T14 ６
14 農村の楽み 「論説」 井川市太郎 64 ８

15 北桑田郡の郡是は如何に定むべき乎に答
へて 論説 井川市太郎 68 12

16 初烏 詩文 朝陽山人 69 T15 １

17 之の問題を如何に見る？
（編輯員から寄せられた問題への回答） 論説 井川市太郎

君 71 ３

18 郡廃に直面して 論説 井川市太郎 74 ６
井川、『北桑時報』入社（文芸部担当）
19 （無題・人材を薫育する郷党教育を求める） 「社説」 朝陽山人 77 ９
20 大正十五年を送る 「社説」 朝陽山人 80 12
21 烏兎匆々 編集後記 朝陽 80
22 （前欠により不明） 巻頭言 朝陽山人 81 S２ １
23 貧者の富 その他 朝陽山人 81
24 昭和一新論 「社説」 朝陽山人 84 ４
25 （無題・「時報文壇」趣旨説明） その他 朝陽 86 ６
26 文芸講座（１）　お伽噺からその次の教育 論説 朝陽山人 89 ９
27 文芸講座（２）　小説時代 論説 朝陽山人 90 10
28 明治節 「巻頭言」 朝 91 11
29 学問の誤解 「社説」 朝陽山人 91
30 チヤンコロ その他 朝 91
31 （無題） 「編輯後記」 朝陽 91
32 大日輪 詩文 朝陽山人 93 S３ １
33 文芸講座（３）　詩と人生 論説 朝陽山人 93
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二
、
井
川
市
太
郎
の
言
論
活
動

　

第
一
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
井
川
は
大
正
八
年
に
自
ら
の
学
業
を
ひ
と
区
切
り
つ
け
、
そ
し
て
そ
の
前
後
の
時
期
よ
り
様
々
な
媒
体

に
論
説
や
創
作
を
発
表
し
は
じ
め
た
。
本
章
で
は
、
戦
前
期
に
お
け
る
井
川
の
言
論
活
動
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
確
認
で
き
て
い
る
限
り
、
井
川
が
最
初
に
自
分
の
論
考
を
メ
デ
ィ
ア
に
発
表
し
た
の
は
、『
日
出
新
聞
』
大
正
七
年
六
月
二
四
日
、

二
五
日
付
に
掲
載
さ
れ
た
「
門
外
漢
よ
り
」（
署
名
は
朝
陽
山
人
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
『
日
出
新
聞
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
「
秀

才
教
育
廃
止
す
べ
か
ら
ず
」
に
対
す
る
自
ら
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
、
教
育
と
は
そ
の
性
質
上
、
各
方
面
の
人
物
に
口
出
し
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
教
育
家
一
人
の
独
占
物
で
は
な
い
こ
と
を
訴
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
後
、
井
川
は
『
日
出
新
聞
』
に
「
日
本
婦
人
よ
強
か

れ
」（
大
正
八
年
三
月
二
三
日
〜
二
五
日
付
）、「
平
和
と
争
乱
」（
大
正
八
年
四
月
二
一
日
付
）
を
、
そ
し
て
総
合
雑
誌
『
太
陽
』
に
「
田

舎
者
を
笑
ふ
者
を
嗤
ふ
」（
第
二
六
巻
第
九
号
（
大
正
九
年
八
月
号
））
を
寄
稿
し
た
後
、
言
論
活
動
の
場
を
『
時
報
』
と
、
旧
丹
波
国
地

域
内
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
丹
波
青
年
』（
大
正
一
一
年
一
月
創
刊
）
へ
と
移
し
て
い
っ
た
。

　
【
表
一
】
は
、『
時
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
井
川
の
文
章
（
論
説
の
ほ
か
、
文
芸
創
作
や
編
集
後
記
、
他
者
の
文
芸
創
作
へ
の
講
評
を
含
む
）

を
、【
表
二
】
は
、『
丹
波
青
年
』
の
そ
れ
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
時
報
』、『
丹
波
青
年
』
と
も
に
そ
の
刊
行
さ
れ
た
す

べ
て
も
の
を
現
在
確
認
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
こ
の
二
つ
の
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
井
川
が
両
雑
誌
に
寄
稿
し

た
も
の
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
特
に
、『
丹
波
青
年
』
は
極
め
て
断
片
的
に
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
終
刊
時
期
に
つ
い
て
す
ら
、

昭
和
五
年
中
で
あ
る
こ
と
が
周
辺
史
料
か
ら
推
測
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
26
。『
時
報
』
に
つ
い
て
も
、
現
状
で
一
定
数
の
所
蔵
が
確
認
で

き
て
い
る
の
は
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
と
現
在
の
『
時
報
』
刊
行
元
で
あ
る
北
桑
時
報
協
会
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
は
所
蔵

の
大
部
分
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
で
あ
り
、
撮
影
ミ
ス
、
あ
る
い
は
撮
影
し
た
『
時
報
』
の
落
丁
な
ど
に
よ
り
、
雑
誌
全
体
の
内
容
は

確
認
で
き
な
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
制
限
・
限
界
を
有
す
る
表
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
上
で
、
こ
の
両
表
が

示
す
こ
と
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
井
川
が
こ
の
二
つ
の
雑
誌
に
極
め
て
積
極
的
に
寄
稿
を
行
っ
て
い
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
『
時
報
』

― 245 ―



地域メディア『北桑時報』と井川市太郎の言論活動

（ 5 ）

新
建
設
の
熱
意
に
漲
っ
て
い
る
こ
と
、
か
か
る
建
設
を
力
強
く
推
進
す
る
に
足
る
指
導
人
物
が
い
る
こ
と
」
21
の
二
点
で
あ
っ
た
と
い
う

か
ら
、
村
長
と
し
て
の
井
川
の
存
在
も
指
定
に
影
響
を
与
え
た
と
想
像
さ
れ
る
。
指
定
後
、
弓
削
村
で
は
食
糧
増
産
の
た
め
人
糞
尿
を
市

街
か
ら
搬
入
し
、
ま
た
電
力
駆
動
の
籾
摺
機
、
精
米
機
を
設
置
し
た
共
同
作
業
場
を
部
落
ご
と
に
設
置
し
て
作
業
の
効
率
化
に
努
め

た
22
。

　

敗
戦
後
の
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
一
一
月
、
井
川
は
公
職
追
放
に
よ
り
村
長
職
を
追
わ
れ
た
。
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
に
町

村
合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、
北
桑
田
郡
内
で
も
村
落
の
合
併
に
つ
い
て
議
論
が
起
こ
る
と
、
追
放
解
除
さ
れ
た
井
川
は
町
村
合
併
委
員

長
に
就
任
、
昭
和
三
〇
年
に
弓
削
村
・
周
山
村
・
山
国
村
・
黒
田
村
・
宇
津
村
・
細
野
村
を
合
併
し
京
北
町
を
誕
生
さ
せ
た
。

　

同
年
四
月
、
井
川
は
京
都
府
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
す
る
も
落
選
す
る
。
し
か
し
、
同
年
五
月
に
旧
弓
削
村
地
区
に
弓
削
自
治
会
が

発
足
す
る
と
、
井
川
は
そ
の
初
代
自
治
会
長
に
就
任
し
た
。
翌
三
一
年
に
は
弓
削
地
区
の
農
協
長
に
も
就
任
し
、
そ
れ
を
一
〇
年
務
め
た

の
ち
の
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
一
〇
月
に
各
地
区
農
協
が
合
併
し
京
北
農
業
協
同
組
合
が
発
足
す
る
と
、
井
川
は
そ
の
初
代
組
合
長

に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
23
。

　

自
治
会
長
、
京
北
農
協
組
合
長
共
に
そ
の
退
任
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
四
三
年
ま
で
は
務
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
井

川
の
没
年
は
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
五
月
一
二
日
で
あ
る
の
で
24
、
晩
年
ま
で
地
域
の
要
職
を
歴
任
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

以
上
、
井
川
の
生
涯
を
概
観
し
て
き
た
。
そ
の
生
涯
を
大
き
く
分
け
れ
ば
、
誕
生
か
ら
勉
学
に
励
み
、
ま
た
徴
兵
を
経
験
す
る
ま
で
の

時
期
（
明
治
二
五
年
〜
大
正
六
年
頃
）、
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
言
論
活
動
に
精
を
出
し
た
時
期
（
大
正
七
年
〜
昭
和

一
二
年
）、
そ
し
て
村
や
地
域
の
要
職
に
つ
き
そ
の
発
展
に
尽
力
し
た
時
期
（
昭
和
一
二
年
〜
昭
和
五
一
年
）
の
三
期
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
昭
和
四
〇
年
前
後
に
執
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
偉
大
な
る
善
人
」
と
い
う
文
章
の
中
で
、
井
川
は
「
あ
る
評
論

家
が
、
こ
の
敗
戦
に
よ
る
大
変
動
で
、
ビ
ク
と
も
変
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
大
馬
鹿
者
だ
と
或
る
誌
に
書
い
て
い
た
の
を
見

ま
し
た
。
私
は
そ
の
大
馬
鹿
者
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
25
。
こ
の
言
葉
自
体
検
証
の
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

少
な
く
と
も
井
川
の
主
観
と
し
て
は
、
戦
前
期
に
形
成
さ
れ
た
自
ら
の
思
想
は
戦
後
に
お
い
て
も
い
さ
さ
か
の
揺
ら
ぎ
も
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
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が
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
進
学
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
一
生
を
百
姓
で
終
る
こ
と
に
別
段
不
服
が
な
い
に
し
て
も
、
せ
め
て
大
学
の

一
つ
や
二
つ
は
卒
業
し
た
位
の
教
養
を
持
ち
た
い
も
の
だ
と
い
う
念
願
に
燃
え
」、
そ
の
後
も
講
義
録
に
よ
っ
て
勉
学
を
続
け
た
9
。『
丹

波
青
年
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
は
試
験
に
よ
り
中
等
学
校
卒
業
資
格
を
得
た
と
い
う
10
。
高
等
小
学
校
を
卒

業
後
に
講
義
録
で
独
学
し
中
等
学
校
卒
業
資
格
を
目
指
す
と
い
う
の
は
、
一
八
九
〇
年
代
〜
一
九
〇
〇
年
代
に
農
村
で
生
ま
れ
た
世
代
の

青
年
層
の
一
つ
の
典
型
で
あ
る
11
。

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
徴
兵
検
査
に
甲
種
合
格
し
、
深
草
騎
兵
二
〇
連
隊
に
入
隊
12
。
除
隊
後
も
講
義
録
に
よ
る
勉
学
を
続
け
た
が
、

大
正
八
年
、
井
川
二
七
歳
の
時
に
「
法
政
と
経
済
の
大
学
を
二
つ
卒
業
し
た
と
自
分
で
独
り
ぎ
め
」
し
、
高
等
文
官
試
験
の
受
験
準
備
を

開
始
。
ま
た
、
自
宅
に
「
朝
陽
学
舎
」
の
看
板
を
掲
げ
、
地
域
住
民
に
政
治
経
済
思
想
社
会
問
題
に
つ
い
て
の
講
義
を
は
じ
め
た
と
い

う
13
。
後
述
す
る
よ
う
に
、『
太
陽
』『
日
出
新
聞
』
な
ど
の
大
メ
デ
ィ
ア
に
論
考
を
寄
稿
し
は
じ
め
る
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
〇
）
暮
れ
、『
京
都
府
北
桑
田
郡
誌
』
編
纂
委
員
の
依
頼
を
北
桑
田
郡
役
所
か
ら
受
け
、
受
諾
。「
維
新
以
後
現

在
の
郡
の
状
態
、
産
業
統
計
の
部
分
」
を
執
筆
し
た
（
同
書
出
版
は
同
一
二
年
三
月
）
14
。
そ
し
て
、
同
一
五
年
六
月
、
そ
れ
ま
で
断
続

的
に
論
文
や
文
芸
創
作
を
寄
稿
し
て
い
た
経
歴
を
買
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、『
時
報
』
の
編
輯
員
（
文
芸
部
）
を
依
頼
さ
れ
受
諾
し

た
15
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
井
川
本
人
が
一
度
退
社
の
意
志
を
示
し
た
も
の
の
他
の
編
輯
員
に
慰
留
さ
れ
、
翻
意
16
。
結
局
、
井

川
は
こ
の
雑
誌
の
編
輯
員
を
一
〇
年
以
上
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
間
、
大
正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
は
『
丹
波
青

年
』
の
主
幹
代
理
も
務
め
17
、
昭
和
六
年
一
月
刊
行
『
丹
波
及
丹
波
人
』
の
編
者
に
も
な
っ
て
い
る
18
。

　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
四
月
、
井
川
は
弓
削
村
助
役
、
な
ら
び
に
同
村
軍
友
会
の
理
事
に
就
任
す
る
19
。
さ
ら
に
、
翌
一
三
年
に

は
軍
友
会
の
副
会
長
と
な
り
、
一
四
年
三
月
に
は
弓
削
村
第
一
四
代
の
村
長
と
な
っ
た
20
。
具
体
的
な
時
期
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、

『
時
報
』
第
二
二
〇
号
【
昭
和
一
三
年
八
月
一
日
刊
】
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
「
北
桑
時
報
編
輯
割
当
」
と
い
う
記
事
の
中
に
井
川
の
名
前

は
見
え
な
い
の
で
、
助
役
就
任
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
『
時
報
』
編
輯
員
は
退
任
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

井
川
の
村
長
在
任
中
、
村
に
は
診
療
所
、
京
都
府
林
業
指
導
所
、
京
都
府
立
北
桑
田
農
林
学
校
と
い
っ
た
諸
施
設
が
開
設
・
誘
致
さ
れ

た
。
ま
た
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
九
月
に
は
弓
削
村
が
皇
国
標
準
農
村
に
指
定
さ
れ
る
。
指
定
の
基
準
は
「
村
全
体
が
積
極
的
に
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刊
行
さ
れ
た
地
域
メ
デ
ィ
ア
『
北
桑
時
報
』（
以
下
、『
時
報
』
と
略
記
）
で
あ
る
5
。
京
都
府
教
育
会
北
桑
田
郡
部
会
は
郡
の
職
員
や
教
員
、

学
務
委
員
等
か
ら
な
る
団
体
で
あ
り
、
先
行
研
究
で
検
討
さ
れ
た
時
報
類
の
刊
行
元
が
青
年
団
や
村
で
あ
っ
た
の
と
比
べ
、
よ
り
官
製
的

性
格
の
強
い
雑
誌
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
鹿
野
氏
が
提
示
し
た
地
域
メ
デ
ィ
ア
の
性
格
上
の
特
徴
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
井
川
は
こ
の
雑
誌
に
多
数
の
寄
稿
を
行
う
の
み
な
ら
ず
、
大
正
末
年
か
ら
昭
和
一
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
は
編
輯
員
も

務
め
る
な
ど
、
北
桑
田
郡
き
っ
て
の
言
論
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
以
下
、
彼
が
地
域
メ
デ
ィ
ア
で
言
論
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
、
井
川
が
同
時
期
に
寄
稿
し
て
い
た
他
の
雑
誌
類
の
記
事
に
も
留
意
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
引
用
す
る
文
章
や
論
考
の
表
題
に
は
今
日
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
不
適
切
な
表
現
・
文
言
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
歴
史

史
料
と
し
て
の
性
格
上
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
井
川
市
太
郎
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
、
井
川
市
太
郎
の
履
歴
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　

井
川
市
太
郎
は
、
そ
の
晩
年
に
計
三
冊
の
随
想
集
（
著
作
集
）
を
自
費
出
版
し
て
い
る
（
六
冊
に
個
人
で
ま
と
め
た
随
想
録
を
、
第
一
・

二
冊
、
第
三
・
四
・
五
冊
を
そ
れ
ぞ
れ
合
冊
し
計
三
冊
の
書
籍
と
し
出
版
し
た
）。
そ
の
一
冊
の
『
井
川
市
太
郎
随
想
録
第
六
集　

わ
が

ふ
る
さ
と
の
記
』（
私
家
版
、
一
九
七
三
年
。
以
下
、『
ふ
る
さ
と
』）
の
あ
と
が
き
に
「
四
月
十
五
日
は
私
の
八
十
回
目
の
誕
生
日
で
あ
る
」

と
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
「
昭
和
四
十
八
年
四
月
十
五
日
」
と
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
井
川
の
生
年
月
日
は
、
明
治
二

五
年
（
一
八
九
三
）
四
月
一
五
日
と
判
断
で
き
る
。
生
ま
れ
た
場
所
は
先
述
し
た
通
り
京
都
府
北
桑
田
郡
弓
削
村
で
、
井
川
は
生
涯
こ
の

地
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
生
家
は
農
家
で
、
木
炭
仲
買
業
を
兼
業
し
て
い
た
。
水
田
は
一
町
三
反
あ
っ
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
地

域
の
中
で
は
富
裕
な
層
に
属
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
6
。
井
川
は
長
男
で
、
下
に
弟
と
妹
が
一
人
ず
つ
い
た
7
。
弟
は
京
都
師
範

学
校
を
卒
業
し
京
都
市
立
の
小
学
校
に
勤
務
し
た
が
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
8
。

　

井
川
が
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
業
優
秀
で
卒
業
も
首
席
だ
っ
た
と
い
う
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て
地
域
メ
デ
ィ
ア
が
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
地
域
メ
デ
ィ
ア
自
体
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

も
う
一
つ
が
、
教
育
史
で
あ
る
。
地
域
メ
デ
ィ
ア
を
社
会
教
育
上
の
観
点
か
ら
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
寄
稿
し
た
農

村
社
会
の
人
々
の
一
九
二
〇
年
代
・
三
〇
年
代
に
お
け
る
思
想
的
な
到
達
点
を
、
鹿
野
氏
の
研
究
よ
り
も
さ
ら
に
積
極
的
に
評
価
し
よ
う

と
す
る
傾
向
が
強
い
3
。
反
面
、
当
時
の
地
域
社
会
状
況
や
政
治
情
勢
全
体
の
中
に
地
域
メ
デ
ィ
ア
を
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
、
と
い
う

点
に
は
課
題
を
残
し
て
い
る
、
と
い
え
る
4
。

　

以
上
の
よ
う
な
地
域
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
研
究
状
況
の
中
で
筆
者
が
本
稿
で
試
み
た
い
の
は
、
そ
こ
に
寄
稿
し
た
特
定
の
個
人
へ
の

着
目
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
メ
デ
ィ
ア
研
究
は
、
鹿
野
氏
に
せ
よ
そ
の
後
の
二
つ
の
研
究
潮
流
に
せ
よ
、
時
報
・
村

報
に
掲
載
さ
れ
た
多
様
な
著
者
の
手
に
な
る
論
考
や
文
芸
作
品
の
内
容
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
報
・
村
報
に
結

集
し
た
人
々
の
意
識
や
思
想
と
い
う
も
の
を
語
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
で
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
・
自
力
更
生
期
と
い
っ

た
大
枠
で
の
時
代
像
・
歴
史
像
は
描
け
て
も
、
執
筆
者
個
々
人
の
思
想
・
意
識
の
変
化
の
過
程
や
心
情
の
揺
ら
ぎ
の
よ
う
な
も
の
ま
で
は

議
論
で
き
な
い
。
時
期
ご
と
の
意
識
・
思
想
を
指
摘
し
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
一
九
二
〇
年
代
〜
三
〇
年
代
に
農
村
社
会
を
生
き
た

人
々
の
意
識
・
思
想
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
形
で
立
ち
現
れ
、
そ
し
て
な
ぜ
変
化
し
て
い
っ
た
（
維
持
さ
れ
た
）
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

特
定
の
個
人
に
着
目
す
る
以
上
、
検
討
対
象
は
必
然
的
に
地
域
メ
デ
ィ
ア
へ
の
寄
稿
数
の
多
い
人
物
に
限
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し

た
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
も
呼
ぶ
べ
き
人
々
の
意
識
・
思
想
を
、
当
該
時
期
の
農
村
社
会
に
暮
ら
し
た
人
々
の
そ
れ
と
完
全
に

同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
生
活
空
間
を
共
有
し
て
い
る
以
上
、
ま
っ
た
く
特
異
な
も
の
と
見
る
の
も
誤
り
で
あ
ろ
う
。
日
々
思

い
、
悩
み
な
が
ら
、
様
々
な
事
情
か
ら
そ
れ
を
言
語
化
で
き
な
か
っ
た
人
々
の
意
識
・
感
情
に
は
、
彼
ら
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
言
論

を
通
じ
て
は
じ
め
て
迫
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

検
討
の
対
象
と
す
る
の
は
、
京
都
府
北
桑
田
郡
弓
削
村
に
生
ま
れ
、
そ
の
生
涯
を
村
と
北
桑
田
郡
の
発
展
に
捧
げ
た
井
川
市
太
郎
と
い

う
人
物
で
あ
る
。
井
川
は
大
正
八
年
（
一
九
一
八
）
前
後
の
時
期
か
ら
メ
デ
ィ
ア
で
の
言
論
活
動
を
精
力
的
に
行
い
は
じ
め
る
。
そ
の
井

川
が
自
ら
の
手
に
な
る
論
考
や
文
芸
創
作
の
主
要
な
発
表
の
場
と
し
た
の
が
、
大
正
八
年
一
月
よ
り
京
都
府
教
育
会
北
桑
田
郡
部
会
か
ら
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地
域
メ
デ
ィ
ア
『
北
桑
時
報
』
と
井
川
市
太
郎
の
言
論
活
動

𠮷　

岡　
　
　

拓

キ
ー
ワ
ー
ド
：
地
域
メ
デ
ィ
ア　

『
北
桑
時
報
』　

『
丹
波
青
年
』　

井
川
市
太
郎　

京
都
府
北
桑
田
郡
弓
削
村

は
じ
め
に

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
に
よ
る
好
景
気
（
い
わ
ゆ
る
大
戦
景
気
）
に
沸
い
た
日
本
の
農
村
社
会
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二

〇
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
村
名
や
地
域
名
に
「
村
報
」「
時
報
」
と
い
っ
た
言
葉
を
付
し
た
新
聞
・
雑
誌
類
（
地
域
メ
デ
ィ
ア
）
が
盛
ん

に
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
地
域
メ
デ
ィ
ア
に
最
も
早
い
段
階
で
着
目
し
た
の
は
、
鹿
野
政
直
氏
で
あ
ろ
う
。
鹿
野
氏
は
、
長
野

県
の
上
田
・
小
県
地
域
の
各
村
で
発
行
さ
れ
た
時
報
類
を
総
体
的
に
分
析
し
、
そ
の
性
格
と
し
て
①
国
家
行
政
と
自
治
行
政
に
つ
い
て
の

広
報
、
②
村
長
や
校
長
、
在
郷
軍
人
会
会
長
な
ど
各
自
治
体
の
公
的
指
導
者
が
施
政
方
針
や
信
念
を
発
表
す
る
場
、
③
生
活
を
考
え
、
矛

盾
の
解
決
に
読
者
（
＝
村
民
）
を
立
ち
向
か
わ
せ
よ
う
と
す
る
媒
体
、
④
読
者
の
文
芸
趣
味
発
表
の
場
、
と
い
う
四
点
を
提
示
し
た
。
そ

の
上
で
、
時
報
類
の
内
容
上
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
農
村
受
難
へ
の
対
応
の
道
を
模
索
す
る
中
で
反
議
会
主
義
・
階
級
的
自
覚
・
農
本
的

反
都
会
主
義
を
唱
え
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
し
、
そ
う
し
た
主
張
は
彼
ら
の
深
層
に
あ
る
生
活
者
と
し
て
の
意
識
と
は
乖
離
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
や
が
て
現
実
社
会
に
絶
望
し
、
頼
る
べ
き
は
自
ら
の
み
と
の
思
い
か
ら
自
力
更
生
の
道
へ
帰
着
し
て
い
く
、
と
し
た
1
。

　

鹿
野
氏
の
研
究
後
、
地
域
メ
デ
ィ
ア
は
主
と
し
て
二
つ
の
研
究
潮
流
の
中
で
検
討
・
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
つ
は
、
農
村
史
・
農
民

運
動
史
研
究
で
あ
る
2
。
そ
こ
で
は
、
当
該
時
期
の
農
村
社
会
や
そ
こ
に
暮
ら
し
た
人
々
の
意
識
・
感
情
を
把
握
す
る
た
め
の
材
料
と
し
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